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全員協議会 会議録（要点筆記） 

     平成２８年６月１４日（火） 

午後 １時３０分 開会  

午後 ３時０１分 閉会  

場所 ： 全員協議会室 

  

 榊原純夫市長：議長のお許しをいただきましたので、このたび半田市の職員が起こ

しました盗撮事件に関しましてご報告と陳謝をさせていただきたいと思います。

半田市土木課技師が起こしました盗撮事件につきましては、市民の皆さま方の半

田市、そして半田市役所に対する信頼を大きく損なう誠に恥ずべき事件でござい

ます。まずもって被害に遭われた方、そして市民の皆さま、議会の議員の皆さま

方にも心からお詫びを申し上げます。今後はこのようなことを二度と起こさぬよ

う職員倫理の徹底、一層の綱紀粛正に努め再発の防止に努めてまいりたいと考え

ております。誠に申し訳ございませんでした。これからお手元にお配りさせてい

ただいております資料に基づきまして事件の概要と処分の内容について副市長

より説明をさせていただきますのでよろしくお願いを申し上げます。 

 藤本哲史副市長：資料に基づき説明 

 

[上程議案の補足説明] 

１ 専決処分の報告について（公用車両が関係する事故の和解及び損害賠償の額の 

決定） 

藤田千晴福祉部長：資料に基づき説明 

 質疑なし 

 

２ 専決処分の報告について（施設の管理瑕疵に起因する事故の和解及び損害賠償 

の額の決定） 

折戸富和健康子ども部長：資料に基づき説明 

 質疑なし 

 

３ 半田市土地開発公社の経営状況について 

滝本均総務部長：資料に基づき説明 

 質疑なし 

 

４ 「地方創生推進交付金」の活用について 

堀嵜敬雄企画部長：資料に基づき説明 

 質疑なし 

 

５ 放課後児童クラブの家賃等補助金について 

折戸富和健康子ども部長：資料に基づき説明 

  質疑なし 

 



- 2 - 

 

６ 半田市市税条例等の一部改正について 

滝本均総務部長：資料に基づき説明 

  質疑なし 

 

７ 半田市国民健康保険税条例の一部改正について 

藤田千晴福祉部長：資料に基づき説明 

  質疑なし 

 

［報 告 案 件］ 

１ 新病院の建設位置と今後の進め方について 

 榊原純夫市長：資料に記載してございます半田病院あり方検討委員会から本年４月

に検討結果報告書としてだされました新病院構想につきましては過日の全員協

議会で説明をさせていただきました。今後新病院の事業を進めていくにはまず位

置の決定をすることが大前提でございます。このため答申内容を受けて、６月５

日開催をいたしました半田市幹部会議の場において、次期新しい病院は現在の職

員駐車場に建設するということを確認しあって、幹部一同全員一致でその旨を確

認をして決定をさせていただきました。今後は現在の職員駐車場に新しい病院を

建設することを前提に事業を進めてまいりたいと思っておりますのでよろしく

お願い申し上げます。今後の進め方につきましてはこれから病院事務局長が説明

をいたしますのでよろしくお願い申し上げます。 

三浦幹広病院事務局長：資料に基づき説明 

新美保博議員：このスケジュールでいきますとこの基本計画を取りまとめて、構想

を策定するのは誰がやるのか。 

三浦幹広病院事務局長：資料に記載してあります（２）の新病院建設構想策定会議

で概ね構想を決定いたします。それにつきましては（１）の外部委員を想定して

おりますが、策定委員会で必要な調査・検証を行い、助言を受けたのち、市とし

て決定していくものと思っております。 

新美保博議員：これは誰が事務的にやるのか。実際に実務はどこでどういったもの

がやるのか。 

三浦幹広病院事務局長：基本的には（３）の新病院建設準備室、兼務にはなってお

りますが、ここで会議の開催やとりまとめ、意見を聴く中で、コンサルとも契約

しておりますので、そこで基本的な資料を作成していく中で（１）、（２）で決

定していくということでございます。 

新美保博議員：このコンサル契約はされたのですか。それとも今からですか。 

三浦幹広病院事務局長：平成 28 年度の予算でとってありますので、既にコンサル

と契約済みでございます。 

中川健一議員：前回の５月６日の全員協議会の市長の説明の中では、建設場所につ

いては今年中ぐらいには一定の方向。遅くとも今年度中には職員駐車場に建設す

るということでご了承をいただきたい。ということで意向が示されておりますけ

ども、急に６月になって市として場所を決定してしまったと、何か急に慌てて決

めたなという印象がありますが何か理由はあるんでしょうか。 
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 榊原純夫市長：特に慌てたということではございませんが、今後の進め方の下か

ら２行に記載してございますように、緊急時輸送路の確保、周辺道路の液状化対

策、あるいは今、公共交通機関のことなどを提案されておりますし、そういった

ことを含めて、具体的な構想に取りまとめるには、まず場所を決定とすることが

前提としなければそういったことの取り組みができませんので、結果的に慌てた

格好になりましたが、早く決定することに必要性を痛感いたしまして幹部会議で

決定をさせていただきました。 

中川健一議員：それはそういう考えで進めるということなんでしょうけれども、初

めて５月６日に半田市立半田病院新病院構想というのが一般に公開されたわけ

ですが、なかなか半田市民の多くの方は、この議論がどのように進んでいるのか、

そういう情報については、中日新聞記事で読まれている方は多いと思いますけど、

知らない方も多いと思います。市民の意見を今後聞いていく考えがあるのか、あ

るいはそのような予定は何かあるんでしょうか。 

榊原純夫市長：先ほど資料の最終ページで説明をさせていただきましたが、来年年

明けにはパブリックコメントなどを出させていただきますし、既に半田病院のホ

ームページにも構想の答申内容が掲載してありますので、十分市民の皆さまには

知っていただけると思いますが、また市報の市長メッセージなどにもこのことを

掲載して広く市民の皆さまに周知を図ってまいりたいと思っております。 

中川健一議員：市議会にはこのように資料をいただいて、どういう場所がいいかま

たご意見くださいとそういう話しをしていると思いますが、ということは、半田

市民広くについては、どの場所がいいかというような問いかけはしないというこ

とですか。今回市長が言った場所にしますけどこういう理由ですと。そういうこ

としかしないとそういう理解でよろしいでしょうか。 

榊原純夫市長：おっしゃるとおりです。 

中川健一議員：私、そこはぜひ一度再考していただいたほうがいいと思うんですが、

やはり、我々も当然議員は市民代表ですので、我々の意見は重要視していただき

たいと思いますけども。議員だけではわからないことも多少はあるのではないか

と、そういう意味で広く半田市民の皆さまに対して、実はこの新病院構想ではこ

ういうような議論がありましたと、一応こういう提言をいただいていますと。そ

れで市長としてはこういう方向でやりたいと思っておりますが、決定ではないけ

ども市民の皆さまはどう思われますかというようなタウンミーティング的なこ

とをやったほうがいいのではないかと思いますが、その点は全く考えはないでし

ょうか。 

榊原純夫市長：ですからそれを含めて、年明けのパブリックコメントなどで求めて

いきたいというふうに思っております。なかなか新しい病院をつくることに関し

ては難しい複雑な条件がございますので、そのためにあり方検討会議という有識

者が集まったところでご議論をいただいたものでございますので、このことは当

然半田市の医師会の会長さんにも入っていいただいておりますし、広く市民の皆

さまの声を聞けということもごもっともかもしれませんが、やはり病院には病院

としてふさわしい知見などが必要でございますので、そういった観点から決定を

させていただいて、今後公表をさせていただきたいと思いますので、ぜひご理解
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賜りたいと思います。 

山本佳代子議員：最後のページをお聞きしたいのですが、市連携プロジェクトとい

うのはどういうことかということがまず１点とちょっと聞き及んだところによ

りますと乙川地区のほうで区長さんたちを集めてこういう構想の話があるとい

う話を乙川の方から聞いているんですが、そういう風に地域的に話し合う場を設

けるつもりでしょうか。 

榊原純夫市長：半田市としてはそういうことは考えておりません。特定の方がそう

いうことをされたということは情報としてお聞きしましたが、それは半田市とし

て設けたものではございません。 

山本佳代子議員：この市連携プロジェクトは何でしょうか。 

三浦幹広病院事務局長：（３）の新病院建設準備室に書いてありますが、連絡調整

を行うということで、新病院建設を進めるにあたって病院だけではなかなか解決

できない問題等がございます。先ほどの液状化対策や浸水対策、そういったとこ

ろを病院だけではできませんので事前に病院の中で兼務ではございますが副院

長を筆頭に担当を決めて調整をとるためにデータの収集や各部門からの意見収

集をする中で事務局的な役割をするプロジェクトチームという少し大袈裟な表

現をしていますが院内で必要なことを取りまとめて上の会議に諮っていくため

の準備をするチームだと思っていただければと思います。 

鈴木幸彦議員：２つお伺いします。昨年の総務委員会で半田病院についてというこ

とで提言をさせていただきましたが、このスケジュールでいくと提言させていた

だいたものがどこでどのタイミングで組み込まれていくかということが１つと、

それから私たち議会のほうでそういった出てきたものがどこの段階で判断をす

るのかというのか、ある程度固まってからポンと出てくるのか、随時報告があっ

て判断をしていくのかということが教えていただきたいです。 

榊原純夫市長：６月から始まります基本計画案、科別・部門別計画等の策定の中に

いただいたご提言などは当然取り込んでまいりますし、年明けにパブリックコメ

ントを求める前の段階でそれらについては議会の皆さまにもお示しをさせてい

ただいてまたご意見を賜りたいと思っております。当然ですが先ほど説明をしま

したが公共バスをどうするのかということも含めてこの中で考えてまいりたい

と思います。 

 


